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特定非営利活動法人　国際レスキューシステム研究機構 

本日は第十回竸基弘賞授賞式にご出席いただき誠にありがとうございます。
1995 年 1 月 17 日の阪神・淡路大震災から20年経ち、竸基弘賞の創設は10年目となりました。
その後、 今日にいたるまで、 趣旨に賛同いただいた多くの方々よりご厚意を頂戴いたしました。
2014 年 12 月末時点での募金総額は、16,116,920円になります。
今後も、 寄付を寄せてくださった皆様の想いに応え、 竸基弘氏の夢を未来につなぐために、 当事業の
普及 ・ 発展に努めてまいりますので、 引き続きご理解ご協力のほど、 よろしくお願いいたします。

古代からあるガラスの製法である鋳造ガラスの制作スタジオ。
石膏などの型に粉砕したガラスを充填し、 電気炉 （kiln キルン）
で焼成して作る製法はキルン ・ ワークとも呼ばれ、 宙吹きガラスと
は趣の異なったガラス作品を生み出す。
メンバーは代表の木下良輔氏を含むガラス作家 4 名。
神奈川県丹沢山系の山すその町にあるスタジオで、 教室の開催
や、 建築作品の請負制作をしながら、 個々の創作活動にも意欲
的に取り組み、 鋳造ガラスの世界を広げるべく活動を続けている。
今回のトロフィー制作の中心となった新田五月氏は、 淡路島出身。
震災当時は 11 歳だった。

《トロフィー制作にあたり》

アート ・ グラス ・ クラブ代表　木下良輔

（左） 木下良輔氏　（右） 新田五月氏 

この事業は、「阪神淡路２０年事業」としてひょうご安全の日推進県民会議の助成を
受けて実施しています。

受賞者の皆様、ならびに関係者の皆様、本日の授賞式典おめでとうござます。
縁あって、トロフィー制作に関われますことを毎年誇りに思います。
このトロフィーは、的確な判断を求められるシステム技術者やオペレーターの手、どの様な土壌であって
も明日に伸びる若い生命力、倒れた弱者に灯される希望のたいまつ、といったイメージを元に“人の心の
優しさ”を淡い色彩で表現しました。
本日の式典の成功が、未来に向けて明るい光となる事を、遠方よりお祈り致しております。


